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研究テーマ 外国語に慣れ親しみ，進んでコミュニケーションを図ろうとする児童を育てる。 
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(対象校種) 小学校 

(対象教科) 外国語活動 

研究のねらい 
単元構成や振り返り場面の工夫を通じて，外国語に慣れ親しみ，進んでコミュ

ニケーションを図ろうとする児童を育てる。 

研究・活動の概要 

本校では，外国語活動の授業づくりを支えるベースとして，Tomilish Time を行っている。

Tomilish Time（トミリッシュタイム）とは，毎週水曜日の朝に全校で行っている短時間学習を

指す。外国語に慣れ親しみ，進んでコミュニケーションを図ろうとする児童を育てるために，活

動内容や運営の仕方を工夫しながら，年間 35 回程度，活動を行った。また，高学年において,年

間 55 時間の外国語の授業を実践した。さらに，教職員や児童を対象に中間アンケートを実施し，

反省点を生かしながら，活動の改善を図った。 

 他校視察では，外国語活動の様子を参観したり意見交流を行ったりし，本研究の参考とした。 

成果と課題 

【成果】 

① 相手意識を持った活動 

どの学年でも共有しやすい話題を設定し，クイズ形式の会話を取り入れたことで，異学年交

流では意欲的に活動する姿が見られた。異学年交流を通し，上学年が下学年をリードして会話

をしたり，普段関わりの薄い相手との会話を楽しんだりする様子も見られた。また，上学年の

コミュニケーションの様子を見て，下学年の児童の態度にも変容が見られるようになった。 

② Tomilish Time と授業との結び付き 

Tomilish Time で覚えた汎用性のある表現を授業で使う児童の姿が見られた。 

第２学年で行った，ALT に自分の育てた野菜を紹介する授業では，ALT の“What’s this?”

の問いに，授業で扱った“It’s green.”など色に関する表現以外に，“It’s bumpy.”や 

“It’s small.”など Tomilish Time で扱った表現を使う様子が見られた。 

第３学年の自分の宝物を紹介し合う授業では，“It’s soft.”や“It’s big.”など Tomilish 

Time で扱った表現を用いて，コミュニケーション活動を行う児童の姿があった。 

第５学年の What’s this quiz を出す活動の際には，Tomilish Time で扱った表現を活用す

る児童が多く見られた。さらに,「この言葉を言いたいが，英語で何といったよいか」という

声が多くなり，その問いに ALT が答えることで，形容詞の幅に広がりが見られるようになった。 

【課題】 

① Tomilish Time の中で，活動の目的を児童に持たせること 

今後，さらに児童を意欲的に Tomilish Time に臨ませるためには，児童自身が目的意識を持

てる活動にすることが大切だと考える。「15 分の活動が終わった後には，他の学年の友達の名

前を３人知れるといいね。」などと児童に具体的な活動のゴールを示すことで，漫然と活動に

取り組む児童を少なくすることができるだろう。 

② 課題設定の難しさ 

これまでも課題として挙げられていたが，全校児童が意欲的に活動できる課題を設定するこ

とに依然として難しさがある。どの学年の児童にも関心の高い内容を取り扱うことはもちろん

だが，扱う英語表現の難しさも考えなければならない。担任の助けによって，低学年児童が達

成できる程度の課題であり，なおかつ高学年児童が課題に対して，自分の思いを基に，工夫す

ることのできるような課題であることが望ましいと考える。 
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